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要 旨 

墨田区に住む子ども（０歳～１５歳）の甲状腺がんの検査を実施してください。 

 

（理 由） 

 ２０１１年の東日本大震災による福島第一原発事故の影響で、福島県をはじめ

北関東の各地域に高濃度の放射性物質が降りました。 

 同年３月１２日に福島第一原発１号機が水素爆発し、１４日に３号機、１５日

には４号機が爆発しました。また、２号機からは高濃度の放射能が漏れ出しまし

た。原発事故から３年以上が経ちましたが、放出された放射能の全量が明らかに

なっていません。２０１２年２月２８日の気象庁気象研究所の発表によると、福

島第一原発事故により大気中に放出された放射性セシウムの総量は、最大で約４

京ベクレルに上ると試算されています。 

 その放射性物質を大量に含んだ放射性プルーム（放射性雲）が、２０１１年３

月１５日に、都内では飾区、足立区、江戸川区、江東区、墨田区など東京東部

にあたる地域の上空を通り、多くの場所が年間１ミリシーベルトを超える放射能

汚染地域になりました。 

 放射性プルームが東京上空を通過したことを知らなかった多くの国民は、放射

性物質のヨウ素１３１を体内に吸入し内部被ばくをしました（ヨウ素１３１は自

然界に存在しない物質のため、人間の身体は無警戒に体内に吸収し、主に甲状腺

に蓄積してがんを引き起こします）。特に放射性物質による汚染被害が大きかった

福島県や北関東の地域に比べると墨田区の汚染状況は低いかもしれません。しか

し、多くの墨田区民が放射性ヨウ素１３１を体内に吸入したことで被ばくしてい

る事実は変わりません。 

 福島県をはじめ、栃木県日光市では甲状腺検査を行っています。同市では、当

初予定していた７００人の定員数に対し、２，４１８人の申込みがあり、今でも

原発事故の影響について不安を抱く保護者がいることがわかりました。 

 放射性物質により特に影響を受けるのは子どもや胎児であります。以上の現状

を踏まえ、区内に住む０歳から１５歳の※子どもたちを対象に、甲状腺がんの検査

を実施することを求めます。 



（※２０１４年４月現在の墨田区の人口は２５万５，９９９人であり、そのうち０

歳から１４歳までは２万６，９５６人で、１０．５％を占めています。また、２

０１１年の事故当時に１５歳であった児童を含めると、３万人を超えます。） 

以上の趣旨をご理解の上、上記事項の実現をお願いいたします。 

以 上 

 

 


